
■高崎南ＲＣとの合同親睦月見例会
　（場所：観音山慈眼院）
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[本日の例会] 会長の日・雑誌の日／
　　　　　   ガバナー補佐クラブ訪問
[次回予定] 10/８（火）卓話　医師　古川雅子様

経済と地域社会の
発展月間

・・・例会報告／９月１０日（火）・・・

■出席報告
　(９月10日)

68.71％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 34名
当 日 出 席 者 22名
会 場 出 席 率

■食事状況 (９月17日) 食 事 数 31食
無連絡欠席者 2名
食 事 余 り 2食

※食事のムダをなくすために、
　出欠・食事有無の連絡に
　ご協力お願い致します（SAA）

■卓話　「ハープ演奏」　大塚康順様

・・・例会報告／９月１７日（火）・・・

＜ご来訪者＞　ハープ奏者　　　大塚 康順 様
　　　　　　　米山記念奨学生　コ プイ イ さん

ニコニコＢＯＸ報告
石橋ニコニコＢＯＸ委員長

ロータリー財団寄付報告
飯嶋財団事業委員長

米山記念奨学会寄付報告
中森米山事業委員長

米山記念奨学生   コ プイ イ さん

ハープ演奏　大塚  康順 (やすのぶ ) 様

～ハープについて～
　ハープの起源は狩人の弓ではないかと考えられ、最も古いハープの
記録は紀元前4000年のエジプトと紀元前3000年のメソポタミアのも
のではないかと言われています。古代の叙事詩やエジプトの壁画にも
現れ、世界中の多くの音楽文化で発展し独自の展開を遂げました。
　弦を張ったままのハープから レバーがついた演奏中にキーチェン
ジを可能にするアイリッシュハープは17世紀の後半に生まれ、これが
発展して現代のコンサートハープが出来ました。この進化にはフラン
スのエラールやプレイル社などのピアノメーカーの技術が大きく関わ
りました。
　大塚氏は重さ約３６キロ、４７弦、７オクターブの音域があるグラ
ンドハープを両手で優雅に操ります。約３０分東西の名曲を奏で、最
後に「さくら さくら」を演奏し、会員を魅了しました。

会長 / 大嶋　秀男　　幹事 / 林　　高弘　　クラブ会報委員長 / 多胡　友弘

2019～2020年度　国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

国際ロータリー第2840地区
週　  報

2019～2020年度クラブテーマ

「ロータリーを楽しもう」— 笑顔と友情と誇りをもって —

2019～2020年度　国際ロータリーのテーマ
「ロータリーは世界をつなぐ」



例会場・事務所／ホテルグランビュー高崎　高崎市柳川町70
                TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733
                E-mail : takasaki-cent@rid2840.jp
例 会 / 毎週火曜日　18時30分

◆二十四の節気と七十二候◆ 秋分 蟄虫戸を坏す（すごもりのむしとをとざす）
新暦では、およそ九月二十八日～十月二日頃 虫が隠れて戸をふさぐころ。土の中へ巣ごもりの仕度をはじめます

次候

【候のことば】　中秋の名月　旧暦八月十五日の満月は、中秋の名月。またちょうど里芋の収穫の時期にあたり、芋
名月と呼び、 豊作への感謝を込めて芋をお供えするならわしも。満月の前後の呼び名は、十三夜（じゅうさんや）、小望
月（こもちづき）、十五夜、十六夜（いざよい）、立待月（たちまちづき）、居待月（いまちづき）、寝待月（ねまちづき）、更待月（ふけまちづき）と。
一夜一夜の月に名をつけるほど、月が身近に、愛でたい存在としてあったのでしょう。また、十五夜が雲に隠れて
見えないことを無月、雨が降ることを雨月（うげつ）と、雲の向うの満月を呼びならわしました。

（日本の七十二候を楽しむ －旧暦のある暮らし－ より）

■ニコニコＢＯＸ(９月17日)

今月で創業して４５周年です。本日のハーピスト
大塚君も当社音楽教室から育ちました

中森　隆利 君

箕輪城まつり、宜しくお願いします栁澤　佳雄 君

先日、神戸の山奥の鏑射寺のご山主、
今弘法と呼ばれている中村公隆師に
お会いしてパワーをいただいてきました

橋爪　良真 君

初孫が７月１１日に生まれました。元気な男の子
です。健やかに育って欲しいと願っています

吉田健一郎 君

３ＲＣゴルフ大会にセントラルから９名出席
致しました。クラブ対抗順位は３位でした!!
でもニコニコに寄付致します

ゴルフ部会

ハープの演奏楽しみです。ありがとうございます堤　洋一郎 君

■出 席 報 告
　(９月17日)

77.14％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 35名
当 日 出 席 者 27名
会 場 出 席 率■社会奉仕

　『清涼園』バーベキュー親睦例会

・・・例会報告／９月２４日（火）・・・

■出席報告
　(９月24日)

42.86％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 35名
当 日 出 席 者 15名
会 場 出 席 率

■米山記念奨学会寄付
栁澤　佳雄  君　飯嶋　藤平  君　石橋　克美  君
堤　洋一郎  君

■ロータリー財団寄付
飯嶋　藤平  君　井田　　泉  君　本井　伸明  君
橋爪　良真  君　栁澤　佳雄  君　石橋　克美  君
堤　洋一郎  君

36.70％

本日の合計金額 387.73ドル
累　計　金　額 2036.97ドル
年　度　目　標 5500.00ドル

52.44％

52.64ドル
年次寄付 ポリオ寄付

582.06ドル
1110.00ドル

37.42％

28,000円
180,000円
481,000円

ロータリー財団
米山記念奨学会

達成率（37名）

【旬の行事】　ずいき祭　ずいきとは里芋の茎のこと。野菜や乾物などで飾りつけした「ずいき御興」を奉るなど、
秋の収護に感謝を捧げる祭です。千年以上の歴史を持ち、京都の北野天満宮で毎年十月一日～五日に開かれます。

【旬の魚介】 さんま　　【旬の野菜】 里芋　　【旬の草花】 紫苑　　【旬の兆し】茅場
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